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〔品質管理責任者を兼務〕

　　〔環境活動事務局〕

　社　長

環境管理責任者

品質保証室

役員会

環境会議

　　　　部門長
〔環境改善推進委員〕

環境推進委員
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No. 環境保全活動の目的 環境保全計画 実施状況

分野 項目 内容

1 省エネ 節電 省エネ設備の検討 省電力型電動式射出成形機の採用

約４1％採用

生産の効率化 稼働率の向上

冷暖房温度管理 温度設定・冷房26℃、暖房20℃

不要照明の消灯 昼休み等の消灯実施

2 廃棄物 廃棄物の減量 廃プラ発生量の削減 生産時、廃プラ発生量の少ない金型

化､適正処理 の採用及び不良品低減活動

廃プラのﾘｻｲｸﾙ推進 分別の推進によるﾘｻｲｸﾙ業者に売却

紙類のﾘｻｲｸﾙ推進 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ､事務系紙類を再生紙に加工

蛍光灯･電池類のﾘｻｲｸﾙ推進 北海道の処理業者でﾘｻｲｸﾙ

缶･ビン･ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ等のﾘｻｲｸﾙ推進 分別収集してﾘｻｲｸﾙ

ｺﾋﾟｰ紙削減 裏紙の利用、電子ﾒｰﾙの活用 裏紙使用率33%

3 汚染管理 水質汚染 工場排水口での水質測定 基準値以下

大気汚染 燃焼炉等の保有はなし （監視・測定の必要な）排ｶﾞｽの発生なし

騒音 冷却塔､ｴｱｺﾝの騒音・振動測定 敷地境界で実施

（条例による区分；第２種（住宅））　44-58dB

振動 （条例による区分；第１種（住宅））  26-39dB

4 化学物質 適正管理 研究所薬品の管理 廃薬品は産廃業者に委託

ＰＲＴＲ法への対応 対象化学物質は少量、届け出対象外

事故への対応 指定可燃物の保管（原料樹脂） 消防訓練の実施（年１回）

少量危険物の管理（４石） 油漏れ対策の訓練実施（年１回）

樹脂ﾍﾟﾚｯﾄの漏出防止 安全衛生委員会のﾊﾟﾄﾛｰﾙでチェック

5 温暖化対策CO2排出量 低公害車の導入 2003年度の購入は０台、導入済み累計３台

の削減 ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの推進 社内連絡網により通知

6 ｸﾞﾘｰﾝ購入 再生製品利用 文具等消耗品 グリーン購入対象製品等の購入を優先

7 環境教育 一般教育 入社時及び定期 定期は年２回実施

専門教育 有資格者認定及び事後研修 産廃・中間処理業者、最終処分業者見学

環境情報 社内報による啓発 省ｴﾈや廃棄物関連ニュースによる啓発

8 地域社会 清掃活動 定期清掃 工場周辺、通勤路の清掃

9 環境管理 ISO14001 維持 ｼｽﾃﾑの継続的改善 2004.3更新審査受査
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工場から排出されるCO2の約90%
は電力の使用によるものです。
省エネ型の成形機を積極的に
導入し、2004.3月現在で約41％
の成形機が省エネ型に切り替わ
っています。

（1999年を100とする）

工場から排出される廃棄物(ﾘｻｲｸﾙ
用途も含む）は廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ､金属屑
紙･ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ類、廃油、蛍光灯管等
があります。
そのうち約７０％は廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸと
ﾘｻｲｸﾙ用途向けのﾌﾟﾗｽﾁｯｸです。
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾛｽの少ない金型の採用
や品質改善活動の推進、外部での
ﾘｻｲｸﾙを積極的に進めています。

（1999年を100とする）

裏紙使用により使用量の削減と、
今後は電子メールの使用を進めて
います。

（1999年を100とする）
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ISO14001認証取得後３年が経過し、認証機関による
更新審査を受審、更新が認められました（２００２．３月）
２００３．３月に定期審査を受審、更新が認められました

ISO14001 社外研修
（産業廃棄物業者見学会）
２００３年７月

産業廃棄物安定型最終処分場を訪
処分状況を見学しました

ISO14001 内部監査風景

２００３年１１月
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環境一般教育　　２００３年８月

    ビデオによる研修を行いました。
　　海外での、緑化活動と水問題
　　について勉強しました

環境一般教育　　２００４年１月

    ビデオによる研修を行いました。
　　地球温暖化（新エネルギー）と
　　利雪（雪の効果と利用）
　　について勉強しました

火災避難訓練　　２００３年１２月

研究棟　２Ｆ　分析実験室より出火。
駐車場への避難訓練を行いました。

　今回は、１部屋に煙を充満させ、
　実際の火災の状況を再現した
　避難訓練も同時に行いました。
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定期的に工場周辺及び通勤路等の清掃活動を実施しています


